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21
秋
闘
の
回
答
期
限
で
あ
っ
た

11
月
22
日（
月
）、組
合
は
、西
鉄
本

社
で
、第
５
回
労
使
交
渉
に
臨
み
、

18
時
に
会
社
か
ら
の
回
答
書
を
受

諾
。30
日（
火
）の
第
２
回
中
央
委

員
会
で
、妥
結
収
拾
を
決
定
し
た
。

　

21
秋
闘
で
、組
合
は
、組
合
員
の

皆
様
の
協
力
で
確
立
し
た
高
率
の

ス
ト
ラ
イ
キ
権（
91.
9
％
）を
背

景
に
、た
た
か
い
を
す
す
め
た
。会

社
回
答
は
、組
合
要
求
の
一
部
を

継
続
協
議
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
満
足
で
き
る
も
の
で
は
な

い
が
、概
ね
組
合
の
要
求
に
理
解

を
示
し
て
お
り
、一
定
の
回
答
を
引

き
出
せ
た
と
判
断
。と
く
に
、出

産
・
子
育
て
に
関
す
る
諸
制
度
に
つ

い
て
は
、改
定
・
新
設
が
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
、こ
れ
ま
で
以
上

に
、仕
事
と
出
産
・
育
児
を
両
立
し

や
す
い
環
境
整
備
が
で
き
た
。

◆
高
率
の
ス
ト
ラ
イ
キ
権
確
立
な

ど
、職
場
か
ら
力
強
く
後
押
し
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
組
合
員
の
皆
様

に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

妥
結
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
か
べ
新
聞
第
２
号
」参
照

　

私
鉄
総
連
は
、11
月
10
日
か
ら

12
日
に
か
け
て
、静
岡
県
伊
東
市

で「
第
45
回
中
央
労
働
学
校
」を

開
催
し
、全
国
か
ら
28
単
組
約
70

名
が
受
講
。西
鉄
労
組
か
ら
は
、池

田
分
会
長（
那
珂
川
）・
信
國
分
会

長（
筑
紫
乗
務
）・
松
田
女
性
委
員

（
那
珂
川
）の
３
名
が
参
加
し
た
。

参
加
者
は
、約
３
時
間
に
も
及
ぶ

講
座
を
５
講
座
受
講
し
、今
後
の

組
合
活
動
に
必
要
な
知
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、他
労
組
の
参
加
者

と
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
交
流
を

深
め
た
。

◆
第
１
講
座

　
「
私
鉄
産
別
運
動
の
強
化
」

　
　
私
鉄
総
連
労
働
学
校
長

　
　
　
小
松
俊
裕
氏

◆
第
２
講
座

　
「
持
続
可
能
な
交
通
運
輸
産
業

の
確
立
に
向
け
て
」

　
　
交
運
労
協
議
長

　
　
　
住
野
敏
彦
氏

◆
第
３
講
座

　
「
い
ま
労
働
組
合
の
政
治
活
動

に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
組
合
員

自
身
の
政
治
に
対
す
る『
当
事

者
感
』の
醸
成
」

　
　
仕
事
と
暮
ら
し
の
研
究
所
　

　
水
嶋
清
光
氏

◆
第
４
講
座

　
「
私
鉄
労
働
者
の
た
め
の
経
営

分
析
」

　
　
明
治
大
学
大
学
院
教
授

　
　
　
山
口
不
二
夫
氏

◆
第
５
講
座

　
「
労
働
基
準
法
の
基
礎
」

　
　
労
働
法
学
者

松
岡
二
郎
氏

一
部
継
続
協
議
も

出
産
・
子
育
て
の
諸
制
度
拡
充

第
45
回
中
央
労
働
学
校

■
開
催
日
：
11
月
10
日（
水
）〜
12
日（
金
）  

■
場
　
所
：
静
岡
県
伊
東
市

組
合
活
動
に
必
要
な
知
識
を
習
得

 　 　

初
め
て
参
加
す
る
労
働
学
校
で

は
、色
々
な
方
向
性
か
ら
学
ぶ
５

講
座
が
あ
り
ま
し
た
。ど
れ
も
大

切
で
必
要
な
講
座
ば
か
り
で
し

た
。そ
の
中
で
も
と
く
に
、労
使
交

渉
に
お
い
て
絶
対
に
必
要
と
さ
れ

る
労
働
基
準
法
に
つ
い
て
の
講
座

が
印
象
深
か
っ
た
で
す
。基
本
と
な

る
労
働
基
準
法
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、労
働
協
約
や
就
業
規
則
を
熟

知
す
る
こ
と
で
、組
合
員
の
代
表
と

し
て
交
渉
が
で
き
る
と
確
信
し
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
少
し
ず
つ
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
し
て
学
ん
だ
こ
と
を
活
か

し
、職
場
環
境
の
改
善
、雇
用
と
生

活
の
確
保
と
い
っ
た
、労
働
組
合
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。  

　

講
座
を
受
講
し
て
、労
働
組
合

や
私
鉄
総
連
の
産
別
運
動
の
歴
史

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。政
治

活
動
に
つ
い
て
の
講
座
で
は
、組
織

内
国
会
議
員
を
送
り
出
し
た
今
が

大
事
な
時
だ
と
強
く
言
わ
れ
て
い

た
の
が
印
象
的
で
し
た
。選
挙
前

だ
け
の
政
治
活
動
で
は
な
く
て
、常

日
頃
か
ら
み
な
さ
ん
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
報

告
の
掲
示
の
仕
方
や
、定
期
的
な

学
習
会
が
大
事
だ
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。こ
の
３
日
間
で
学
ん
だ
こ

と
を
今
後
の
組
合
活
動
に
活
か
し

て
い
き
ま
す
。

　

労
働
組
合
と
政
治
活
動
の
講
座

で
は
、衆
院
選
の
選
挙
結
果
を
受

け
て
、こ
れ
か
ら
の
課
題
に
つ
い
て

の
話
が
あ
り
、政
治
家
の
仕
事
の
見

え
る
化
の
必
要
性
と
そ
の
方
法
、組

織
内
議
員
の
重
要
性
の
伝
え
方
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。相
手
に

納
得
し
て
共
感
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
事
と
い
う
言
葉
が
印
象
に
残

り
ま
し
た
。ま
た
、他
労
組
の
参
加

者
と
の
交
流
で
、女
性
と
し
て
の
意

見
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、女

性
が
活
動
す
る
こ
と
の
意
義
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
の
経

験
を
今
後
の
組
合
活
動
に
活
か

し
、次
の
世
代
に
伝
え
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

中
央
労
働
学
校
に

参
加
し
て

那珂川分会長
池田 幸一

とくに労働
基準法の講座が
印象に残る

筑紫乗務分会長
信國 晃平

選挙前だけで
なく定期的な
政治活動が大事

女性委員
松田 玲子

交流で、女性が
活動することの
意義を実感

21
秋
闘
妥
結
収
拾
を
決
定

21
秋
闘
、妥
結
収
拾

11
月
30
日
、組
合
本
部
で
、第
２

回
中
央
委
員
会
を
開
催
。中
央
委

員
・
特
別
中
央
委
員
ほ
か
約
60
名

が
出
席
し
、す
べ
て
の
議
案
を
原
案

ど
お
り
満
場
一
致
で
決
定
し
た
。

「
従
業
員
食
堂
の
廃
止
」の
審
議
で

は
、会
社
提
案
内
容
に
つ
い
て
、有

森
中
央
委
員
（
ア
イ
ラ
ン
ド
シ

テ
ィ
）・
上
田
中
央
委
員（
片
江
）・

池
田
中
央
委
員（
那
珂
川
）か
ら
質

問
が
出
さ
れ
、「
２
０
２
１
年
秋
闘

妥
結
収
拾
」の
審
議
で
は
、特
例
勤

務
に
関
す
る
会
社
回
答
に
つ
い
て
、

宗
中
央
委
員（
国
物
中
央
）か
ら
質

問
が
出
さ
れ
た
。

ま
た
、中
央
委
員
会
の
冒
頭
に

は
、準
組
織
内
議
員
の「
佐
々
木

徹
」福
岡
県
議
会
議
員
と
、立
憲
民

主
党
福
岡
１
区
総
支
部
長「
坪
田

晋
」氏
よ
り
挨
拶
が
あ
っ
た
。坪
田

氏
は
、こ
れ
ま
で
の
支
援
に
謝
意
を

示
す
と
と
も
に
、「
議
席
を
奪
還
し
、

働
く
皆
様
の
声
を
国
政
に
届
け
ら

れ
る
よ
う
今
後
も
頑
張
っ
て
い
く
」

と
力
強
く
決
意
を
述
べ
た
。

※
決
議
内
容
の
詳
細
は「
か
べ
新
聞

第
2
号
」参
照（
分
会
掲
示
板
、

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
の
西
鉄
労
組

掲
示
板
に
掲
載
）

第
2
回
中
央
委
員
会
■
開
催
日
：
11
月
30
日（
火
）

■
場
　
所
：
組
合
本
部

▲挨拶を述べる「坪田晋」氏

組
合
員
の
弛
ま
ぬ
努
力
で
黒
字
転
換

冬
期
賞
与
の
取
扱
い
決
定

決
算
労
使
協
議
会

11
月
10
日
、西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
、決
算
労
使
協
議
会
を
開
催

し
、組
合
は
、２
０
２
１
年
度
第
２

四
半
期
決
算
に
つ
い
て
、会
社
か
ら

説
明
を
受
け
た
。第
２
四
半
期
の

連
結
業
績
は
、売
上
に
あ
た
る
営
業

収
益
が
１
、８
７
７
億
円
、営
業
利

益
が
４
億
円
、経
常
利
益
が
６
億

円
、四
半
期
純
利
益
が
１
０
０
万

円
の
黒
字
と
な
っ
た
。コ
ロ
ナ
禍
で

も
懸
命
に
生
産
に
協
力
し
た
組
合

員
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、国

際
物
流
事
業
に
お
け
る
輸
出
入
取

扱
高
の
増
加
や
、住
宅
事
業
で
の
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売
戸
数
の
増
加
、

感
染
症
の
影
響
か
ら
の
回
復
な
ど

が
寄
与
し
た
。

な
お
、個
別
業
績
の
経
常
利
益

が
、業
績
連
動
賞
与
の
支
給
水
準

を
下
回
っ
て
い
た
た
め
、国
際
物
流

事
業
本
部
以
外
の
２
０
２
１
年
度

冬
期
賞
与
に
関
す
る
取
扱
い
に
つ

い
て
は
、11
月
11
日
か
ら
16
日
に
か

け
て
労
使
協
議
を
お
こ
な
っ
た
。ゼ

■
開
催
日
：
11
月
10
日（
水
）

■
場
　
所
：
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

組合本部 12月スケジュール

◆  ８日（水）…事務局会議・
                     医療共済幹事会
◆17日（金）…執行委員会
◆21日（火）…中央委員会
◆22日（水）…医療共済幹事会
※急遽変更となる場合があります。
※組合本部事務所は12/29（水）～1/3（月）閉室します。

▲労使交渉（左が組合側）

▲受講風景

▲決算労使協議会（右が組合側）

　

連結業績

（単位：百万円）

営業収益

営業利益

経常利益

四半期純利益

2021年度

第２四半期

187,727

374

605

1

2020年度

第２四半期

151,205

▲11,214

▲13,218

▲10,969

＋36,522

＋11,588

＋13,823

＋10,970

増減額

ロ
ベ
ー
ス
か
ら
の
大
変
厳
し
い
協
議

と
な
っ
た
が
、最
終
的
に
は
一
定
程

度
の
支
給
水
準
を
確
保
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

※
労
使
協
議
の
詳
細
は「
か
べ
新
聞

第
２
号
」参
照



ニュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝

出
場
権
獲
得
！
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毎日駅伝走者

私
鉄
総
連
組
織
内
議
員

「
森
屋
隆
」

参
議
院
議
員

　
 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

公
共
交
通
の
あ
り
方
、

労
働
問
題
を
よ
り
広
い
視
点
で

※
森
屋
隆
N
e
w
s（
2
0
2
1・11・11
）

よ
り
抜
粋 

◆１区：大保選手
（区間8位）

◆有隅監督

◆２区：ダニエル選手
（区間4位）

◆３区： 甲斐選手
（区間7位）

◆４区：河東選手
（区間6位）

◆５区： 東選手
（区間10位）

◆６区： 山口選手
（区間6位）

◆７区：久保選手
（区間7位）

分
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

10
月
末
に
お
こ
な
わ
れ
た
衆
議

院
議
員
選
挙
を
受
け
、11
月
10

日
、第
2
0
6
回
特
別
国
会
が
招

集
さ
れ
ま
し
た
。森
屋
隆
は
、今

国
会
よ
り
参
議
院
①
厚
生
労
働

委
員
会
、②
予
算
委
員
会
、③
政

治
倫
理
の
確
立
及
び
選
挙
制
度

に
関
す
る
特
別
委
員
会
、④
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
、の
所
属
と

な
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
最
注
目
の

厚
労
委
員
会
の
所
属
と
な
り
、大

き
な
責
任
に
身
が
引
き
締
ま
る

全
労
済
の

推
進
活
動
を
展
開

自
動
車
事
務
分
会

食
事
環
境
改
善
の

活
動
、積
極
的
に

桧
原
分
会

仕
事
量
を
平
均
化

コ
ロ
ナ
禍
輪
番
作
成

高
速
分
会

組
合
員
の
可
処
分
所
得
向
上
へ
共
済
推
進

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
■
開
催
日
：
11
月
30
日（
火
）

■
場
　
所
：
組
合
本
部

■
開
催
日
：
11
月
30
日（
火
）

■
場
　
所
：
組
合
本
部

第1回

中
洲
地
区
の

清
掃
活
動
に
参
加

列
島
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

思
い
で
す
。ま
た
、国
会
の
花
形
と

言
わ
れ
、激
し
い
議
論
が
展
開
さ
れ

る
予
算
委
員
会
は
、文
字
通
り「
予

算
に
か
か
わ
る
事
柄
」は
何
で
も
質

問
で
き
る
委
員
会
で
す
。こ
れ
ま
で

以
上
に
公
共
交
通
の
あ
り
方
や
労

働
問
題
に
係
わ
る
課
題
を
、よ
り
広

い
視
点
か
ら
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
ま
っ
た
な
し

で
す
。短
い
国
会
で
す
が
、私
た
ち

は「
コ
ロ
ナ
特
別
給
付
金
法
案
」な

ど
の
議
員
立
法
を
提
出
し
ま
す
。

11
月
30
日
、組
合
本
部
で
、第
１

回
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
、

中
央
委
員
・
特
別
中
央
委
員
ほ
か
、

約
60
名
が
出
席
し
た
。今
回
は
、第

１
回
福
祉
活
動
推
進
セ
ミ
ナ
ー
と

し
て
、フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
の
宮
越
肇
氏
よ
り
、「
労
働
組

合
役
員
が
共
済
を
推
進
す
る
理
由

に
迫
る
！
」と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

を
受
け
た
。

宮
越
氏
は
、西
鉄
労
組
組
合
員
が

一
律
加
入
し
て
い
る
、全
労
済
の
団

体
生
命
共
済
と
生
命
保
険
会
社
の

団
体
保
険
と
を
比
較
し
、「
団
体
生

命
共
済
は
、健
康
状
態
に
か
か
わ
ら

ず
加
入
で
き
る
う
え
に
、医
療
保
障

に
も
加
入
で
き
る
。民
間
の
保
険
で

は
あ
り
え
な
い
」と
、手
ご
ろ
な
掛
金

で
必
要
十
分
な
保
障
を
受
け
ら
れ

る
団
体
生
命
共
済
の
メ
リ
ッ
ト
を
解

説
。ま
た
、「
共
済
制
度
を
推
進
す
る

こ
と
が
、組
合
員
の
可
処
分
所
得
向

上
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、結
果
的
に

組
合
の
組
織
強
化
に
も
つ
な
が
る
」

と
、共
済
制
度
を
推
進
す
る
必
要
性

を
訴
え
た
。

自
動
車
事
務
分
会
で
は
、全
労

済
オ
ル
グ
に
つ
い
て
、コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
っ
て
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内
で

の
実
施
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。今
回
、自
動
車
事
務

分
会
に
お
い
て
は
、組
合
員
と
の

面
談
に
あ
た
っ
て
、マ
ス
ク
の
着
用

お
よ
び
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
お
こ

な
い
な
が
ら
、分
会
長
自
ら
全
労

済
の
保
障
内
容
の
説
明
、そ
し
て

新
規
加
入
を
促
進
し
、組
合
員
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
の
推
進
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
。

【
分
会
長　
武
野
義
亮
】

桧
原
分
会
で
は
、食
堂
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、様
々
な
取
り
組
み
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。昨
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

春
闘
駅
伝
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
中

止
と
な
り
、盛
り
上
が
り
に
欠
け

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

桧
原
食
堂
春
闘
カ
ツ
カ
レ
ー
を

組
合
員
さ
ん
に
振
る
舞
っ
た
こ
と

で
、皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
っ
た

う
え
に
売
り
上
げ
向
上
に
も
成

功
し
ま
し
た
。さ
ら
に
現
在
で
は
、

組
合
員
さ
ん
の
利
便
性
向
上
の
た

め
に
、給
料
引
き
去
り
を
実
施
し

て
い
ま
す
。最
初
は
上
手
く
い
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
で
は

多
数
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
新
し
い

取
り
組
み
を
考
え
、組
合
員
さ
ん

が
利
用
し
や
す
い
施
設
の
環
境
整

備
の
た
め
の
活
動
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

【
教
宣
部
長　
藤
井
健
太
】

西
鉄
陸
上
競
技
部
は
、11
月
３

日
に
お
こ
な
わ
れ
た
九
州
実
業
団

毎
日
駅
伝
に
お
い
て
、過
去
最
高
タ

イ
ム
と
な
る
３
時
間
55
分
59
秒
の

７
位
で
ゴ
ー
ル
。来
年
元
日
に
開
催

さ
れ
る
全
日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝

（
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
）の
出
場
権
を

２
年
ぶ
り
に
獲
得
し
た
。10
月
に

組
合
が
実
施
し
た
陸
上
競
技
部
壮

行
会
に
お
い
て
、有
隅
監
督
が「
昨

年
よ
り
も
良
い
状
態
で
大
会
に
臨

め
る
」と
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残

し
て
い
た
が
、そ
れ
を
体
現
し
た
。

元
日
は
、同
じ
仲
間
の
組
合
員
で

あ
る
陸
上
競
技
部
を
テ
レ
ビ
で
応

援
し
よ
う
！

11
月
６
日（
土
）、自
動
車
部
門
の

分
会
長
を
中
心
に
、連
合
福
岡
・
福

岡
地
域
協
議
会
の
列
島
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
。福
岡
市
博

多
区
冷
泉
公
園
周
辺
・
中
洲
地
区

で
、ゴ
ミ
収
集
な
ど
の
清
掃
・
美
化

活
動
を
お
こ
な
っ
た
。準
組
織
内
議

員
の「
佐
々
木
徹
」福
岡
県
議
会
議

員
や
、立
憲
民
主
党
福
岡
1
区
総
支

部
長
の「
坪
田
晋
」氏
も
参
加
し
、正

午
前
ま
で
、分
会
長
ら
と
汗
を
流
し

た
。

高
速
分
会
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
高

速
路
線
の
運
休
、減
便
に
よ
っ
て
、

組
合
員
さ
ん
の
仕
事
が
激
減
し
ま

し
た
。対
応
策
と
し
て
仕
事
量
が

平
均
化
す
る
よ
う
に
、早
急
な
コ
ロ

ナ
禍
輪
番
の
作
成
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。ま
た
、お
客
様
に
安
全
・
快

適
に
ご
乗
車
い
た
だ
く
た
め
に
迂

回
教
習
を
企
画
し
、実
行
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
す

る
ま
で
、引
き
続
き
、組
合
員
さ
ん

の
雇
用
を
守
る
取
り
組
み
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。

【
教
宣
部
長　
吉
田
正
朋
】

▲受講風景

▲宮越肇講師

今
年
度
こ
そ
、家
族
が
触
れ
合
え
る
活
動
を

家
族
会
定
期
大
会
■
開
催
日
：
11
月
12
日（
金
）

■
場
所
：
ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル

■
開
催
日
：
11
月
12
日（
金
）

■
場
所
：
ソ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル

第62回家
族
会
は
、11
月
12
日（
金
）、ソ

ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル
で「
第
62
回
定

期
大
会
」を
開
催
し
、約
40
名
が
出

席
し
た
。冒
頭
、山
野
中
央
幹
事
長

（
柏
原
）よ
り
、「
今
年
度
も
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

学
習
会
や
交
流
会
な
ど
を
中
止
し
、

活
動
が
で
き
て
い
な
い
。今
後
の
実

り
あ
る
活
動
の
た
め
に
、皆
様
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
」と
挨
拶

が
あ
っ
た
。続
い
て
、古
賀
執
行
委
員

長
が
労
組
代
表
挨
拶
。来
賓
の
福
岡

県
議
会
議
員「
佐
々
木
徹
」氏
と
立

憲
民
主
党
福
岡
１
区
総
支
部
長

「
坪
田
晋
」氏
か
ら
も
挨
拶
を
い
た

だ
い
た
。ま
た
、参
議
院
議
員「
森
屋

隆
」氏
か
ら
の
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
披
露
さ
れ
た
。

議
事
で
は
、２
０
２
１
年
度
ふ
れ

あ
い
交
流
会
の
福
岡
開
催
な
ど
を

掲
げ
た「
２
０
２
１
年
度
活
動
方

針
」が
満
場
一
致
で
審
議
決
定
さ
れ

た
。今
年
度
も
家
族
会
は
、家
族
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
感
染
症
防

止
に
対
応
で
き
る
よ
う
企
画
を
立

案
し
、活
動
を
お
こ
な
い
、家
族
相
互

の
親
睦
交
流
を
は
か
っ
て
い
く
。

【
家
族
会
担
当
】▲大会風景

祝


